
令和２年６月市議会定例会

一　般　質　問　通　告　書

（通告者１４名）



順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考

１ ９番 菅原　和子

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

２ ２番 熊谷　克彦

市　長
市　長

市　長

３ １６番 小野寺　美穂

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

４ １０番 吉田　良

１ オンライン
学習環境の整備
について

教育長

市　長
教育長

質問の要旨

１ 災害時にお
ける避難所での
感染症対策につ
いて

(1)感染症対策を踏まえた避難所ごとのマニュアル作
成や避難所運営の訓練を実施すべき。
(2)感染症対策に万全を期すため、可能な限り多くの
避難所の開設が必要と考えるが、本市でもホテル等の
活用を検討すべき。
(3)マスクや消毒液、非接触型体温計等感染拡大を防
ぐ備蓄品の整備状況を伺う。
(4)感染症蔓延中の避難について住民向け啓発チラシ
の作成に取り組むべき。

２ 視覚障がい
者の生活支援に
ついて

(1)暗いところで物が見えにくい、また視野が狭くな
る難病である網膜色素変性症に対応する暗所視支援眼
鏡を身体障害者等日常生活用具給付等事業の対象に加
えるべき。

１ 網膜色素変
性症の方への支
援について

(1)網膜色素変性症の方の実態把握について伺う。
(2)網膜色素変性症の症状について、市民の理解を促
すよう図るべき。
(3)網膜色素変性症の方が、安全で、安心して日常生
活を送るための各種用具について支援すべき。

１ 新区長制度
について

(1)区長等からの要望はあるか、あればそれをどう捉
えているか伺う。
(2)区域内の住民異動の把握業務が廃止されたことに
より、住民の転入・転出や出生・死亡などが把握し難
くなり地域巡回業務など区長業務に支障を来す。どう
考えているか。
(3)私人である区長と個別に覚書を交わすなどの対策
を講じ改善を図るべき。

２ ごみの最終
処分場について

(1)旧名取スポーツパークの利用について断念した経
緯は何か。
(2)亘理名取共立衛生処理組合の管理者会議にはどう
説明したのか。
(3)今後、選定をどう進めていくのか明らかにすべ
き。

(1)平日の日中に自宅でオンライン授業を受けること
ができる児童生徒の数について、どのように把握して
いるか伺う。
(2)国の令和２年度補正予算で、全小中学生に配付す
るコンピューターの整備費用が措置された。調達の進
め方とスケジュールをどのように予定しているのか伺
う。
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

教育長

教育長

市　長

市　長

市　長

市　長

５ １２番 大友　康信

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

６ ８番 齋　浩美

市　長

市　長

(3)相互台小学校の教員が作成した自宅学習用の映像
教材がユーチューブで公開された。この取組と教材の
内容に対する評価を伺う。
(4)オンライン授業の実施が早期に可能となるよう、
授業の進め方や情報管理などについての指針と、児童
生徒が端末を利用する際のルールを策定すべき。

２ 住民の幸福
実感について

(1)住民が実感する幸福の度合いをどのような手段で
把握するよう努めているのか伺う。
(2)住民の幸福度を高めるために、行政運営において
特に何を重視すべきと捉えているのか伺う。
(3)住民の幸福実感向上を目指す基礎自治体連合、通
称「幸せリーグ」への加入を検討すべき。
(4)ヨーロッパの地方小都市や農村を参考に、数値に
は表せない幸福感につながるまちづくりのデザインを
調査研究すべき。

１ 市民全体で
支える新たな子
ども食堂の仕組
みづくりについ
て

(1)子ども食堂の活動目的と必要性について、どのよ
うに考えているか伺う。
(2)子ども食堂の活動には課題と限界がある。市内の
団体の数と活動回数、課題などを捉えているか伺う。
(3)地方創生臨時交付金を活用して、市内の飲食店や
子ども食堂で利用できる回数券をつくり、18歳までの
子供全員に配付すべき。さらに、ひとり親世帯や所得
が減少した世帯など世帯の状況に合わせて回数券を上
乗せして配付すべき。

(4)子ども食堂の持続可能な運営を支援するため、市
のふるさと寄附金の使途に子ども食堂に係る項目を設
け、子ども食堂の運営補助や回数券配付事業に充てる
など、市民全体で支える新たな子ども食堂の仕組みを
構築すべきと考えるがどうか。

(5)市内の飲食店や食料品を取り扱う様々な事業者に
協力や賛同を求め、多くの事業者が子ども食堂として
開設するプロジェクトを企画すべき。

１ 館腰駅への
エレベーター設
置の進捗につい
て

(1)令和２年度の設置が公表されているが、現状の進
捗と今後の取組を整理し、地域住民に知らせるべきで
はないか。

２ 政府支給の
マスクの回収と
再利用の取組に
ついて

(1)各公共施設に回収ボックスを設置し、国外も含め
た再利用の取組をすべき。

- 2 -



順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

教育長

教育長

市　長

市　長

市　長

７ １１番 荒川　洋平

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

８ ３番 笹森　波

市　長

市　長

市　長

市　長

３ 市立学校の
再開と「新しい
生活様式」での
学習環境につい
て

(1)児童生徒、教員も含め、負担のないような学校運
営をすべき。
(2)「３密」を解消するために、少人数学級を拡大す
べきではないか。

４ 新型コロナ
ウイルス感染拡
大の影響から学
生生活を守る取
組について

(1)地元企業就職希望者を対象とする給付型奨学金制
度を創設すべき。

５ 市内飲食業
の支援と外出し
づらい高齢者や
障がい者への支
援について

(1)市内のタクシー事業者が「さくっとデリバリーな
とり」の配達をできるように働きかけるべき。
(2)高齢者や障がい者を支援するため福祉タクシー利
用料等助成事業が配達料に利用できるようにすべき。

１ 新型コロナ
ウイルス感染症
対策について

(1)現在の新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金
及び中小企業等経営支援金の申請件数を伺う。
(2)地域経済を守るため、フリーランスも含めた事業
者に対して、業種に即した支援策に取り組んでいくべ
き。
(3)新型コロナウイルス感染症対策に係る経済対策支
援制度について今後も周知徹底に努め、申請につなが
る取組をするべき。
(4)感染防止や「新しい生活様式」への対応につい
て、市としての今後の取組を伺う。
(5)感染防止や、事務の効率化による窓口混雑回避、
新型コロナウイルス感染症対策から進む社会のオンラ
イン化に合わせ、行政手続のオンライン化も進めてい
くべき。

１ 本市におけ
るＤＶ被害対策
について

(1)男女共同参画に関する市民意識調査におけるＤＶ
や人権についての調査結果についてどう捉えている
か。
(2)ＤＶ被害は、時として命に関わる問題にも発展す
るため、被害者が一人で悩まず相談しやすい環境をつ
くるべき。
(3)広報なとりへの掲載等により相談窓口の周知を図
り、被害者の救済に努めるべき。

２ 生活保護受
給者の医療扶助
適用外費用の助
成について

(1)生活保護受給者が老人保健施設に入所する際に必
要となる検査料のうち、生活保護費医療扶助の適用外
となる費用について助成すべき。
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

９ １７番 郷内　良治

市　長

市　長

市　長

１０ １３番 佐々木　哲男

市　長

市　長

市　長

１１ １５番 菊地　忍

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

１ 閉鎖した名
取クリーンセン
ター及び最終処
分場の周辺環境
整備について

(1)名取クリーンセンターと最終処分場跡地の維持管
理について伺う。
(2)最終処分場浸出液処理施設の解体予定について伺
う。
(3)最終処分場浸出液の検査を今後も実施すべきと考
えるがどうか。

１ 仙台空港の
運用時間延長に
ついて

(1)令和２年１月15日に新型コロナウイルス感染の国
内最初の症例が報告されて以降、感染予防対策に追わ
れ、県は仙台空港運用時間延長に関する地域住民への
継続的な対応がトーンダウンしている。緊急事態宣言
が解除され、運用時間延長を主動する県、空港会社、
そして本市の今後の地域住民に対する対応等の見通し
について伺う。

(2)運用時間延長への地域住民説明会や仙台空港４者
協議会等において、県の示す航空機騒音対策の影に、
地域振興策が見え隠れしている。次の段階と位置づけ
ている地域振興策と、地域住民との合意形成とは表裏
一体であり、市として騒音対策を重視しつつも、地域
振興策に関する地域住民の声にも耳を傾けていくべ
き。

(3)運用時間延長のスタンスをとる県及び空港会社
と、地域住民、名取岩沼両市の合意点を、どの時点
で、どのように見いだし、どのような形で決定が下さ
れるのか等、今後の一連の流れについて、地域住民や
議会等に明確に説明すべき。

１ ごみ減量に
向けた取組につ
いて

(1)環境省は紙おむつリサイクル促進について自治体
向けの指針を策定した。本市でも取り組むべきと考え
るがどうか。
(2)食品ロス削減について市民の意識啓発に向けた取
組を行うべきと考えるがどうか。
(3)岩沼東部環境センターへ直接搬入された草木（除
草、剪定枝など）の堆肥化について市民への周知を図
るべきと考えるがどうか。

２ 新型コロナ
ウイルス感染症
に係る緊急経済
対策について

(1)新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金及び中
小企業等経営支援金の申請件数と支給実績について伺
う。
(2)中小企業等経営支援金について対象事業者を拡大
すべきと考えるがどうか。
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

１２ ２０番 佐藤　正博

教育長
教育長
教育長

教育長

教育長

市　長
市　長

市　長

市　長

１３ １番 菊地　昌夫

教育長

市　長
教育長

教育長

１４ ５番 板橋　美保

市　長

市　長
市　長
教育長

(1)残存するあんどん松の現況を伺う。
(2)令和２年４月18日の強風で倒木した原因を伺う。
(3)あんどん松は市の文化財として登録されている
が、倒木した松の再利用等は検討したのか。
(4)残存するあんどん松の今後の安全対策についてど
のように考えているか伺う。
(5)歴史あるあんどん松を後世に残すため保全対策を
講ずるべき。

２ 閖上東地区
被災市街地復興
土地区画整理事
業について

(1)現在の進捗状況を伺う。
(2)現在までの進出企業数と今後の企業誘致予定数を
伺う。
(3)誘致した企業の進出計画等に新型コロナウイルス
感染症の影響は出ているのか。
(4)今後も職住近接型の企業誘致を進めるべき。

１ 通学路の安
全確保について

(1)令和元年度において、通学路安全プログラムに記
載の「通学路安全対策推進会議」「合同点検」「随時
点検」及び「危険箇所の別途調査」等、具体的にどの
ように行われたのか伺う。
(2)「通学路安全対策推進会議」や「合同点検」の実
施時期を明確に定め、通学路の安全対策については年
度内完了を目指す等、迅速で計画的な整備を行うべ
き。
(3)各学校における交通安全も含めた通学の際の安全
確保について児童生徒や保護者への啓発活動を行うべ
き。

１ なとり百選
について

(1)名取の歴史・文化・景観の集大成としての、なと
り百選を選定してから10年余りがたつが、どのように
捉えているか。
(2)なとり百選の選定を見直すべき。
(3)なとり百選の一つである旧中沢家住宅のトイレを
整備すべき。

１ 市登録文化
財閖上土手の松
並 「 あ ん ど ん
松」について

- 5 -


